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European Study Tour
Learning English in Germany - A window to the outside
Margit KRAUSE-ONO
(Received 30th October 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
What led to study trips to Europe/Germany? For what reason are they in English? How did the
partnership with the WSH Zwickau originate? Which essential role did the ESP (Europa Studienprojekt)
play? From which experiences did the students gain and how did they react? Answer to these questions
will be given in the following report.
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1 はじめに
ヨーロッパにおける学生のモビリティは、数十年前から数多くのプログラム（ドイツ・フランスフレ













1 12 3 2 17 日）
Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 021)
Abstract
This brief repor  aims not only to understand current ituation of international academic part e ship at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but lso offer som  p oposals for further d velopment 
of academic coop ration a d exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its ubject, conte t, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.





                                                   
*1 室蘭工業大学 ひと文化系領域  





（原稿受付日 令和 2 年 1 月 12 日   論文受理日 令和 3 年 2 月 17
Cur ent situation of intern tional academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BA K
(Rec ived 12th Novem   17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international ac demic partnership at 
Muro an Institu e of Technol gy (Muro anIT), but also ffer some proposals for further development 
of ac d mic ooperati n and exchange with overseas universities and institu es. This report consi t  of 
four sections, and its main points are pres nted in Section 2 and 3. In Section 2, the current sta us of 
Muro anIT’s partnership covering its ubject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of valid ty and asse sment will be specified. In Section 3, to further develop 
international ac demic partnership of Muro anIT, the author makes ome proposals in university 
procedures, strategies, nec ssity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of ac demic ooperation by faculty member and res archers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.





                                                   
*1 室蘭工業大学 ひと文化系領域  
クラウゼ小野 マルギット 





























合化を図り、1996 年に「西ザクセン応用科学大学ツヴィッカウ校（WHZ）」と改称された。現在、約 160 












営学、手話通訳、言語および経営学（ドイツ語・中国語） 、地域および欧州プロジェクト開発 。 
 
2.1.3 学生フォーミュラ  
クラウゼ小野 マルギット 





























合化を図り、1996 年に「西ザクセン応用科学大学ツヴィッカウ校（WHZ）」と改称された。現在、約 160 












営学、手話通訳、言語および経営学（ドイツ語・中国語） 、地域および欧州プロジェクト開発 。 
 
2.1.3 学生フォーミュラ  
ヨーロッパ研修旅行 ドイツで学ぶ英語 - 外に開かれた窓 
－ 13 － 
学生フォーミュラは、技術、コスト、マーケティング、スピードのトータルパッケージの中で最も優
れたものが優勝を勝ち取るという国際的な学生設計エンジニアコンテストである。2007 年から 2010 年
まで、WHZ レーシングチームは内燃エンジン搭載のレーシングカーでこの競技会に参加している。競技
は毎年新しいプロジェクトから始まり、そのビジネスプランや設計、デザイン、ドライビングダイナミ
クステスト、レース順位などが評価される。WHZ レーシングチームは国内外で好成績を残している。  
「革新と伝統の出会い」をモットーに、WHZ レーシングチームは国際レースシリーズに 2011 年以来
既に 2 度電動レーシングカー部門に出場している。ツヴィッカウを拠点とするこのチームは、全世界で




3  室蘭における語学授業 
 
旧カリキュラムでは、第二外国語は 1 期と 2 期の必修選択科目（現在は 1 期のみ）で、ドイツ語・中
国語・ロシア語から選択可能であったが、現在は中国語とドイツ語が提供されるのみである。中国語と
ドイツ語はクラス数がそれぞれ 12 と人数的にもほぼバランスは取れていたが、今は 7 クラスまで減っ
ている。さらに 1 期 2 期とも授業時間は 90 分、週に 1 回のみという状態である。3 期目として、1・2 
期の語学試験に合格した学生を対象に、自発的に週 1 回の継続教育授業を実施している。この授業には、
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受けても、当然のことながらドイツ語を流暢に話すレベルまでには達しない。また、全学生が中学、高
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－ 14 － 
ったこともあり、「ヨーロッパと英語（in ドイツ）」というタ トルへと変更するに至ったのである。  
 
3.1 交流プログラムの開始：ヨーロッパへの研修旅行  
上記のような経過をたどり、2010 年 3 月に本学の協定校である東京都市大学との 2 週間半の合同研
修旅行「ヨーロッパと英語（in ドイツ）」を企画し、26 名の学生の参加を得た。こうして一つは日本の
大学同士（地方と首都）の間で、もう一つは受け入れ担当者、教員、現地の地元住民などとの間という
ように、二重の交流が行われた。オーガナイズしたのは全てドイツの ESP である。 
 
4  安定した受け入れ先かつ仲介者としての ESP
 







きるよう、ESP はツヴィッカウの近くにバスルームと 3～4 人用のベッドを備えたワンルームマンショ
ンを用意した。マンションの 1 室には、設備の整ったキッチンや共用のダイニングルームなどが設けら









5  2010 年 3 月の訪問 
 
2010 年 3 月の第 1 回目の訪問では、宿泊先をユースホステルとし、東京や室蘭からの参加学生もド
イツを始めとする各国の生徒や学生、家族と触れ合った。送迎・移動は ESP のスタッフが ESP の所有
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ヨーロッパ研修旅行 ドイツで学ぶ英語 - 外に開かれた窓 











6  予期せぬ進展：大学との提携 
 























活を送った学生は 5 人を数えるに至った。2013 年になると、交流において益々その重要性を増した ESP 
は新たな役割を担うこととなった。ESP は、大学関係者だけでは手の回らない部分までカバーすると同
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我々にとって ESP が全幅の信頼を置ける存在だったことが大きい。 













長期の留学を希望する学生も現れてき その後の数年の間に、ツヴィッカウで実際に 1 年間の留学生
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再開されたとしても、もはや ESP は存在しない。我々 とっ 大きな損失である。新たなルートの開
拓とともに研修旅行に関心を持つ学生自身がその準備に際しては自覚的かつ積極的であることが求めら
れる。 
 
